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差
異
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の
か
を
知
る
べ
く
、
唐
宋
の
類
書
や
諸
文
献
に

引
用
さ
れ
る
『
山
海
経
』
の
記
述
を
調
査
し
た
結
果
、「
山
海
経
曰
」
と

し
て
引
用
さ
れ
る
が
現
『
山
海
経
』
に
見
出
し
得
な
い
記
述
が
五
三
条

あ
っ
た
。
対
象
と
し
た
書
物
は
次
の
七
文
献
で
あ
る
。

　

後
漢　

王
充　
　
（
二
七
―
一
〇
〇
？
）　　
『
論
衡
』

　

北
魏　

酈
道
元　
（
？
―
五
二
七
）　　
　
　
『
水
経
注
』

　

隋
唐　

虞
世
南　
（
五
五
八
―
六
三
八
）　　
『
北
堂
書
鈔
』

　

唐　
　

欧
陽
詢　
（
五
五
七
―
六
四
一
）　　
『
芸
文
類
聚
』

　

唐　
　

徐
堅　
　
（
六
五
九
―
七
二
九
）　　
『
初
学
記
』

　

唐　
　

白
居
易　
（
七
七
二
―
八
四
六
）　　
『
白
氏
六
帖
』

一
．
は
じ
め
に

　

中
国
の
神
話
的
伝
承
を
多
く
記
し
留
め
て
い
る
『
山
海
経
』
は
、
そ
の

成
書
の
時
期
も
、
ま
た
携
っ
た
人
物
に
つ
い
て
も
未
詳
で
あ
る
。
古
来
地

理
書
の
扱
い
を
多
く
受
け
た
よ
う
に
、
内
容
の
多
く
は
地
理
的
事
項
で
あ

る
が
、
そ
こ
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
内
容
は
殷
な
ど
古
代
の
思
考
に
基
づ
く

も
の
も
あ
り
、
先
秦
の
古
書
と
称
さ
れ
、
貴
重
な
書
物
で
あ
る
。
古
代
の

人
々
の
素
朴
な
思
い
を
知
る
べ
く
調
査
を
重
ね
て
い
る
が
、
現
在
伝
え
ら

れ
て
い
る
『
山
海
経
』
の
記
述
が
、
成
書
時
の
原
『
山
海
経
』
と
ど
れ
程

『
山
海
経
』
佚
文
考

松
田
　
稔
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宋　
　

李
昉
ら　
（
太
宗
の
命
、
九
八
三
）　
『
太
平
御
覧
』

　

そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
調
査
に
お
い
て（
１
）、
佚
文
か
と
思
わ
れ
る
表
現
を
、

後
に
他
の
書
物
と
の
比
較
を
試
み
る
と
し
て
保
留
に
し
て
き
た
も
の
を
、

本
稿
は
総
合
し
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

二　

諸
文
献
中
の
佚
文

　

後
漢
の
『
論
衡
』
に
は
『
山
海
経
』
の
文
章
を
引
用
す
る
所
が
五
か
所

あ
る
が
、
そ
の
中
二
条
が
現
『
山
海
経
』
に
確
認
で
き
な
い
。

１
．
董
仲
舒
睹
重
常
之
鳥
、
劉
子
政
暁
弐
負
之
尸
、
皆
見
山
海
経
。

（
別
通
篇
）

２
．
山
海
経
又
曰
、
滄
海
之
中
、
有
度
朔
之
山
。
上
有
大
桃
木
、
其

屈
蟠
三
千
里
、
其
枝
間
東
北
曰
鬼
門
、
万
鬼
所
出
入
也
。
上
有

二
神
人
、
一
曰
神
荼
、
一
曰
鬱
壘
、
主
閲
領
万
鬼
。
悪
害
之

鬼
、
執
以
葦
索
、
而
以
食
虎
。
於
是
黄
帝
乃
作
礼
、
以
時
駆

之
、
立
大
桃
人
、
門
戸
画
神
荼
鬱
壘
与
虎
、
懸
葦
索
、
以
禦
凶

魅
。（
訂
鬼
篇
）

　

次
に
漢
の
桑
欽
著
と
伝
え
ら
れ
る
地
理
書
『
水
経
』
に
、
北
魏
の
酈
道

元
が
注
を
施
し
た
『
水
経
注
』
に
『
山
海
経
』
と
関
わ
る
記
載
は
九
三
条

あ
る
。
う
ち
明
確
に
『
山
海
経
』
を
引
用
し
、
簡
略
化
は
あ
る
も
の
の
表

現
が
対
応
す
る
も
の
七
五
例
、
更
に
明
確
に
文
章
は
対
応
し
な
い
も
の
の

指
摘
し
て
い
る
事
項
が
現
『
山
海
経
』
に
見
出
せ
る
も
の
が
一
二
例
。
そ

し
て
あ
と
六
例
は
、
水
経
の
何
々
は
『
山
海
経
』
の
是
々
に
当
る
と
い
う

形
で
示
さ
れ
、
現
『
山
海
経
』
に
相
当
す
る
記
述
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
全
て
河
川
の
記
述
で
あ
る
が
、
本
稿
の
検
討
対
象
か
ら
は
除
外
し

て
よ
い
も
の
で
あ
る
。

　
『
北
堂
書
鈔
』
は
、
隋
の
秘
書
郎
虞
世
南
が
、
詩
文
の
典
故
と
な
る
語

を
、
宮
中
所
蔵
の
図
書
か
ら
摘
出
し
て
分
類
配
列
し
た
も
の
で
、
現
行
本

で
は
一
九
部
八
五
一
類
か
ら
な
る
。
中
で
『
山
海
経
』
に
関
わ
る
記
載

は
、
郭
璞
の
注
と
図
讃
を
五
条
、
書
名
と
し
て
の
「
山
海
経
」
が
一
条
あ

る
の
を
含
め
て
、
計
四
九
条
あ
る
。
そ
の
う
ち
二
条
が
現
『
山
海
経
』
に

見
出
し
得
な
い
。

１
．
鯪
鯉
呑
舟
―
山
海
経
云
、
鯪
鯉
呑
舟
、
魚
背
腹
有
刺
、
如
三
角

菱
。（
舟
、
舟
）

２
．
天
酒
―
山
海
経
云
、
東
南
荒
山
有
銅
頭
鉄
額
兵
。
日
飲
天
酒
三

斗
。
天
酒
甘
露
也
。（
天
、
露
）
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『
芸
文
類
聚
』
は
、
唐
の
欧
陽
詢
ら
が
高
祖
李
淵
の
命
に
よ
り
編
纂
し

た
類
書
で
、
四
六
部
の
う
ち
二
六
部
に
わ
た
り
一
二
八
条
、『
山
海
経
』

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
中
で
八
条
が
現
『
山
海
経
』
に
見
出
し
得
な
い
。

１
．
列
缼
雷
名
。（
天
、
電
）

２
．
反
舌
国
、
其
人
反
舌
。（
人
、
舌
）

３
．
菖
蒲
一
十
九
節
、
韓
終
王
興
所
服
。
然
而
此
過
之
、
有
足
珍

也
。（
薬
、
菖
）

４
．
桃
樹
屈
蟠
三
千
里
。（
菓
、
桃
）

５
．
所
謂
賁
禺
之
桂
。（
木
、
桂
）

６
．
桂
生
南
隅
、
抜
萃
岑
嶺
。
広
熙
葩
陵
、
霜
秀
津
穎
。
気
王
百

薬
、
森
然
雲
挺
。（
木
、
桂
）

７
．
蛟
似
龍
虵
而
小
頭
細
頸
。
頸
有
白
嬰
。
大
者
十
数
囲
。
卵
生
子

如
一
二
斛
瓮
、
能
呑
人
。（
鱗
、
蛟
）

８
．
朱
蟻
、
其
状
如
蟻
、
在
崑
崙
墟
。（
虫
、
蟻
）

　
『
初
学
記
』
は
、
唐
の
徐
堅
ら
が
玄
宗
皇
帝
の
命
に
よ
り
編
ん
だ
類
書

で
、
二
三
部
、
三
一
三
類
か
ら
な
る
。
中
で
引
用
さ
れ
る
『
山
海
経
』
は

五
一
類
に
わ
た
り
、
総
計
八
九
条
あ
る
。
そ
の
う
ち
八
条
は
現
『
山
海

経
』
に
そ
の
文
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

１
．
山
海
経
曰
、
崑
崙
山
縦
広
万
里
、
高
万
一
千
里
。
去
嵩
山
五
万

里
。
有
青
河
白
河
赤
河
黒
河
環
其
墟
。
其
白
水
出
其
東
北
陬
、

屈
向
東
南
流
、
為
中
国
河
。
河
百
里
一
小
曲
、
千
里
一
大
曲
。

発
源
及
入
中
国
、
大
率
常
然
。（
地
、
河
）

２
．
山
海
経
、
三
江
者
大
江
中
江
北
江
也
。
文
山
郡
有
岷
山
、
大
江

所
出
。
峡
山
中
江
所
出
、
東
注
大
江
。
岷
山
北
江
所
出
、
東
注

大
江
。
其
源
皆
在
蜀
也
。（
地
、
江
）

３
．
山
海
経
曰
、
丹
山
西
即
巫
山
也
。
帝
女
居
焉
。（
人
、
美
婦
人
）

４
．
山
海
経
曰
、
雲
山
之
上
、
其
実
乾
腊
。（
果
、
梅
）

５
．
山
海
経
曰
、
東
海
有
山
、
名
度
朔
山
。
有
大
桃
実
、
握
盤
三
千

里
。
曰
、
蟠
桃
。（
果
、
桃
）

６
．
山
海
経
曰
、
鱖
魚
大
口
而
細
鱗
、
有
斑
彩
。（
鱗
、
魚
）

７
．
鯷
魚
赤
目
赤
鬛
者
、
食
之
殺
人
。（
鱗
、
魚
）

８
．
鯪
魚
背
腹
皆
有
刺
、
如
三
角
菱
。（
鱗
、
魚
）

　

７
・
８
は
、
６
の
文
に
続
け
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
白
氏
六
帖
』
は
、
唐
の
白
居
易
の
手
に
な
る
も
の
で
、『
白
孔
六
帖
』
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に
引
用
す
る
冒
頭
の
語
に
、「
白
何
何
」
と
白
の
字
を
冠
し
て
挙
げ
、
他

の
語
を
続
け
る
も
の
を
用
い
た
。
一
三
九
九
項
目
の
う
ち
、
三
〇
項
に
わ

た
り
『
山
海
経
』
に
関
わ
る
表
現
を
指
摘
で
き
る
。
そ
の
多
く
は
南
宋
の

晁
公
武
の
注
が
『
山
海
経
』
の
表
現
で
あ
る
と
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
若
干
筆
者
が
追
加
し
た
も
の
を
含
め
て
四
一
例
あ
る
。
う
ち
現
『
山

海
経
』
に
見
え
な
い
記
述
が
三
例
あ
る
。

１
．
九
曲
―
河
出
崐
崘
、
千
里
一
曲
、
九
曲
入
海
。

２
．
千
斤
―
猫
猪
大
者
肉
重
千
斤
。

３
．
騶
虞
如
虎
五
色
、
其
間
尾
長
如
身
。
亦
出
鳥
鼠
同
穴
山
。

　
『
太
平
御
覧
』
一
千
巻
は
、
北
宋
の
太
平
興
国
二
年
（
九
七
七
）
に
李

昉
ら
が
太
宗
の
命
を
受
け
て
編
纂
し
た
類
書
で
、
九
八
三
年
に
完
成
し
て

い
る
。
引
用
さ
れ
た
書
物
は
一
六
六
〇
種
に
及
ぶ
大
部
な
も
の
で
あ
る

が
、
五
五
部
門
の
う
ち
四
〇
部
に
『
山
海
経
』
が
引
か
れ
て
い
る
。「
山

海
経
曰
」
と
し
て
引
用
さ
れ
る
文
章
中
、
現
『
山
海
経
』
に
見
出
せ
な
い

も
の
が
三
〇
例
あ
る
。

１
．
扶
陽
之
山
多
怪
風
。（
天
九
、
風
）

２
．
大
極
山
東
有
温
水
湯
風
、
不
可
過
也
。（
天
九
、
風
）

３
．
将
陽
之
山
多
怪
雨
。（
天
一
〇
、
雨
）

４
．
周
穆
王
周
歴
四
荒
名
山
大
川
、
靡
不
登
躋
。
東
昇
天
夫
之
堂
、

西
宴
王
母
之
廬
。（
地
三
、
叙
山
）

５
．
周
穆
王
至
崑
崙
之
丘
、
遊
軒
轅
之
宮
、
眺
鍾
山
之
嶺
、
勒
石
西

王
母
之
山
、
紀
迹
玄
圃
之
上
。（
地
三
、
崑
崙
山
）

６
．
祭
水
源
伏
流
三
百
余
里
。
漢
武
帝
遣
殿
上
将
軍
戴
生
之
此
山
採

仙
薬
、
遂
得
道
不
返
。（
地
八
、
武
当
山
）

７
．
湯
山
湯
水
出
焉
。
此
湯
能
愈
疾
、
為
天
下
最
。（
地
一
〇
、
湯

山
）

８
．
大
翮
山
小
翮
山
有
王
仲
廟
。
仲
字
次
仲
。
年
小
入
学
而
遠
、
常

先
到
。
其
師
恠
之
謂
不
帰
。
使
人
候
焉
、
実
在
家
。
等
輩
常
見

次
仲
捉
一
小
棘
木
長
三
尺
余
。
至
著
屋
間
欲
取
、
輙
不
見
。
及

年
弱
冠
変
蒼
頡
旧
文
為
今
隷
書
。
秦
始
皇
時
官
務
繁
多
、
次
仲

為
文
簡
略
。
赴
急
用
之
大
嘉
使
徴
不
至
。
始
皇
大
怒
詔
檻
車
送

之
、
次
仲
吟
詠
化
為
大
鳥
、
出
車
外
、
翮
然
高
飛
、
徘
徊
長
引

至
于
西
門
山
、
落
二
翮
、
因
名
之
也
。（
地
一
〇
、
大
翮
山
小

翮
山
）

９
．
崑
崙
山
縦
広
万
里
、
高
万
一
千
里
。
去
嵩
山
五
万
里
。
有
青
河

白
河
赤
河
黒
河
環
其
墟
。
其
白
水
出
其
東
北
陬
、
屈
向
東
南

流
。
為
中
国
河
、
河
百
里
一
小
曲
、
千
里
一
大
曲
。
発
源
及
中
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国
大
率
常
然
。
東
流
潜
行
地
下
至
規
期
山
。
北
流
分
為
両
源
。

一
出

嶺
、
一
出
于
闐
其
河
復
合
東
注
蒲
昌
海
、
復
潜
行
地
下

南
出
積
石
山
。（
以
下
八
〇
字
略
）（
地
二
六
、
河
）

10
．
又
曰
、
詩
云
。
瞻
彼
淇
澳
、
緑
竹
猗
猗
。（
地
二
九
、
淇
水
）

11
．
解
県
南
有
壇
道
山
、
山
下
有
水
、
潜
出
停
而
不
流
。
俗
為
鴦
漿

水
。
発
于
上
而
潜
于
下
。
厥
頂
方
平
、
有
良
薬
。（
地
二
九
、

鴦
漿
水
）

12
．
金
玉
是
出
。
亦
沮
水
之
所
導
也
。（
地
三
〇
、
沮
水
）

13
．
甘
松
嶺
亦
謂
之
松
桑
嶺
。
江
水
発
源
於
此
。（
州
郡
一
二
、
松

州
）

14
．
汲
郡
冢
中
得
銅
剣
一
枚
、
長
三
尺
五
寸
。
今
所
名
干
将
。
剣
明

古
者
通
。
以
錫
銅
為
兵
器
。（
兵
七
五
、
剣
下
）

15
．
反
舌
国
、
其
人
反
舌
。
一
曰
交
。（
人
事
八
、
舌
）

16
．
野
人
国
、
面
目
手
足
尽
異
。（
人
事
一
一
、
手
）

17
．
明
明
崑
崙
玄
圃
、
其
上
穆
天
子
勒
銘
於
玄
圃
、
以
昭
後
世
。
天

子
与
王
母
觴
於
瑤
池
之
上
。
王
母
為
謡
、
白
雲
在
天
。
於
是
天

子
升
于
崦

、
乃
紀
迹
於
崦
山
。（
道
一
四
、
仙
経
）

18
．
域
有
山
者
、
域
有
民
之
国
。
食
桑
射
蜮
是
食
。（
四
夷
一
一
、

南
蛮
六
）

19
．
珏
二
玉
相
合
。
瑁
琉
夷
蛮
係
耳
玉
也
。（
珍
宝
四
、
玉
下
）

20
．
克
光
之
山
。（
珍
宝
一
二
、
鉄
）

21
．
猫
大
者
肉
重
千
万
斤
、
豪
猪
。（
獣
一
四
、
豕
）

22
．
果
然
獣
似
獼
猴
、
以
名
自
呼
声
。
蒼
黒
群
行
。
老
者
在
前
少
者

在
後
、
得
果
食
輙
与
老
者
、
似
有
義
焉
。
交
趾
諸
山
有
之
。
獠

人
射
之
、
以
其
毛
為
裘
蓐
、
其
温
煖
。（
獣
二
二
、
果
然
）

23
．

光
之
山
獣
名

。（
獣
二
五
、

）

24
．

獣
食
猛
獣
。（
獣
二
五
、

）

25
．

雉
一
名
山
雞
、
養
之
穣
火
。（
羽
族
五
、
雞
）

26
．
鸚
鵡
慧
鳥
栖
林
啄
蘂
、
四
指
中
分
、
行
則
啄
地
。（
羽
族
一
一
、

鸚
鵡
）

27
．
鯪
魚
呑
舟
。（
鱗
介
一
〇
、
鯪
魚
）

28
．
単
狐
之
山
、
其
木
多
机
。（
木
一
〇
、
机
）

29
．
樠
樹
生
蜀
中
、
七
八
月
吐
穂
、
成
有
塩
梅
、
粉
可
以
酢
羹
。

（
木
一
〇
、
樠
）

30
．
竹
生
花
、
其
年
便
枯
。
竹
六
十
年
一
易
根
。
易
根
必
結
。
結
実

而
枯
死
。
実
落
土
復
生
六
年
、
還
成
町
。（
木
一
〇
、
竹
上
）

　

以
上
の
よ
う
に
諸
書
籍
に
『
山
海
経
』
に
あ
る
と
し
て
引
用
さ
れ
る
も

の
で
、
現
『
山
海
経
』
に
そ
の
記
述
を
見
出
せ
な
い
も
の
が
、
合
計
五
三

条
あ
る
。
後
に
そ
れ
ら
を
内
容
別
に
検
討
す
る
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
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現
『
山
海
経
』
の
構
成
や
文
章
表
現
の
特
色
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

三　

山
経
の
記
述
法
の
特
徴

　
『
山
海
経
』
は
、
洛
陽
を
中
心
と
す
る
五
地
域
を
記
し
、
山
経
と
称
さ

れ
る
部
分
と
、
そ
の
外
側
の
地
域
を
記
す
海
外
経
四
編
、
海
内
経
四
編
、

及
び
海
外
海
内
と
重
な
り
な
が
ら
更
に
外
側
と
考
え
ら
れ
る
大
荒
経
四

編
、
海
内
経
一
編
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
海
経
と
称
す
る
部
分
と
の
計
一

八
編
が
、
現
行
本
の
編
成
で
あ
る
。
山
経
と
海
経
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色

あ
る
内
容
を
ほ
ぼ
一
定
の
型
に
則
っ
て
記
述
し
て
い
る
。
そ
れ
は
集
め
ら

れ
た
各
地
の
地
理
的
伝
承
を
、
意
図
を
も
っ
て
統
一
し
記
録
し
た
記
載
者

の
筆
力
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
他
の
機
会
で
概
略
を
一
部

示
し
た
こ
と
が
あ
る
が（
２
）、

考
察
上
の
必
要
か
ら
更
に
詳
細
に
、
そ
の
記
述

法
の
特
徴
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

　

前
半
三
分
の
二
の
分
量
を
占
め
る
山
経
は
、
洛
陽
を
中
心
と
す
る
南
西

北
東
中
の
五
地
域
を
、
南
山
経
・
西
山
経
等
々
と
し
て
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ

に
お
い
て
三
又
は
四
の
山
系
山
脈
毎
に
、
ま
ず
前
の
山
と
の
距
離
を
里
数

に
よ
っ
て
示
し
、
山
名
と
そ
の
山
に
存
す
る
動
物
植
物
鉱
物
、
及
び
そ
の

山
の
特
色
と
そ
こ
か
ら
流
出
す
る
河
川
名
、
河
中
の
動
物
と
そ
の
流
入
す

る
河
川
名
を
、
次
々
と
記
し
、
そ
の
山
系
の
最
末
尾
に
そ
れ
ら
の
山
岳
の

神
状
と
山
岳
祭
祀
法
を
記
す
。

　

山
経
部
分
の
記
載
が
型
と
し
て
ど
の
よ
う
に
典
型
化
で
き
る
か
の
一
例

を
示
す
。又Ａ

　
前
山
と
の
距
離

東
三
百
七
十
里 

曰Ｂ
　
山
名杻

陽
之
山
。
其Ｃ

　
一
般
的
産
出
物

陽
多
赤
金
、
其
陰
多
白
金
。

（Ｄ
　
山
岳
の
特
記

○
○
○
○
）。
有

Ｅ
　
特
筆
す
る
産
出
物

獣
焉
、
其Ｅ

１

状形
状如

馬
而
白
首
、
其
文
如
虎
而
赤
尾
。

其Ｅ
２

音鳴
声如

謡
、
其Ｅ

３

名名
称曰

鹿
蜀
。
佩Ｅ

４

之医
薬
呪
術
的
効
能

宜
子
孫
。
怪Ｆ

水流
出
す
る
河
川
名

出
焉
、
而Ｆ

１

東流
域流

注

于
憲
翼
之
水
。
其Ｆ

２

中河
中
の
動
物

多―

亀
。
其Ｆ

２

状ア

如形
状亀

而
鳥
首
虺
尾
。
其Ｆ

２

名イ

曰名
称旋

亀
、
其Ｆ

２

音ウ

如鳴
声判

木
。
佩Ｆ

２

之エ

不医
薬
呪
術
的
効
能

聾
、
可
以
為
底
。（
南
山
首
経
）

　

山
経
の
冒
頭
、
南
山
経
の
書
き
出
し
は
、「
南
山
経
之
首
曰

山
」
で

始
ま
り
、
そ
の
山
系
毎
に
山
岳
の
位
置
を
列
挙
し
て
い
く
。
Ａ
の
「
又
東

三
百
七
十
里
」
と
前
山
と
の
方
角
・
距
離
を
挙
げ
て
、
当
該
山
岳
の
記
述

に
は
い
っ
て
い
く
。「
又
」
の
字
は
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
部

分
が
「
北
山
行
四
百
里
」「
西
水
行
五
百
里
」
と
変
化
は
あ
っ
て
も
、
方

位
・
距
離
の
記
述
と
し
て
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
類
書
に
引
用
さ
れ
る
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際
は
不
要
の
も
の
と
し
て
全
て
省
略
さ
れ
て
い
る
。
次
に
Ｂ
山
名
は
「
曰

杻
陽
之
山
」
の
形
で
示
さ
れ
例
外
は
な
い
。
諸
書
に
引
用
さ
れ
る
際
は

「
曰
」
が
省
か
れ
て
、
引
用
文
の
主
題
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
Ｃ
産
出
物

は
、「
其
陽
・
其
陰
」「
其
上
・
其
下
」
や
「
其
」
を
欠
い
た
り
、「
多

何
々
」
と
変
化
は
あ
る
も
、
特
別
の
説
明
を
要
し
な
い
、
よ
く
知
ら
れ
た

動
物
・
植
物
・
鉱
物
を
記
し
て
い
く
。「
無
草
木
」
も
こ
の
項
の
記
述
と

な
る
。

　

Ｄ
山
岳
の
特
記
は
、
例
文
で
は
欠
け
て
い
た
が
、
当
該
山
岳
の
他
と
異

な
る
伝
承
を
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
項
に
記
さ
れ
る
も
の
の
多
く

は
、
山
容
の
異
形
と
神
格
の
記
載
で
あ
っ
て
、『
山
海
経
』
の
特
色
と
な

る
古
代
か
ら
の
伝
承
を
伝
え
る
貴
重
な
内
容
で
あ
る
。「
又
西
六
十
里
曰

太
華
之
山
。
削
成
而
四
方
。
其
高
五
千
仞
、
其
広
千
里
。」（
西
山
首
経
）

「
又
西
二
百
五
十
里
曰
玉
山
。
是
西
王
母
所
居
也
。
西
王
母
其
状
如
人
豹

尾
、
虎
歯
而
善
嘯
。
蓬
髪
戴
勝
。
是
司
天
之
厲
及
五
残
。」（
西
次
三
経
）

の
類
で
あ
る
。

　

Ｅ
特
筆
す
る
産
出
物
は
、
Ｃ
の
よ
う
な
一
般
的
な
動
植
物
、
鉱
物
で
は

な
く
、
特
記
す
べ
き
存
在
と
し
て
詳
述
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
内
容

は
、
形
状
・
鳴
き
声
・
呼
び
名
、
及
び
呪
術
的
医
薬
的
効
能
に
わ
た
る
。

こ
の
呪
医
的
効
能
も
ま
た
『
山
海
経
』
の
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
続
い
て
多
く
の
条
項
で
、
山
岳
か
ら
流
出
す
る
Ｆ
河
川
の
記

載
が
あ
る
。
河
川
名
と
そ
の
流
域
、
河
川
中
の
動
物
類
が
記
さ
れ
、
そ
の

動
物
の
形
状
・
名
称
・
鳴
き
声
と
、
呪
術
的
医
薬
的
効
能
の
記
述
が
な
さ

れ
る
。
こ
の
形
状
・
鳴
き
声
を
伴
っ
て
記
さ
れ
る
動
植
物
の
、
呪
術
的
医

薬
的
効
能
の
記
載
は
、『
山
海
経
』
編
纂
の
最
大
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え

る
。

　

山
経
の
記
載
は
、
前
記
の
ご
と
く
要
素
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
型
に

則
り
整
然
と
列
記
さ
れ
て
い
る
。
前
山
と
の
距
離
の
数
字
は
、
そ
の
間
に

一
条
全
体
の
脱
落
が
あ
っ
て
も
確
認
し
得
な
い
数
値
で
は
あ
る
こ
と
、
ま

た
清
の
注
釈
家
郝
懿
行
が
『
山
海
経
箋
䟽
』
で
、
劉
歆
が
校
訂
の
際
に
山

経
各
末
尾
に
山
岳
数
と
距
離
数
を
記
し
た
数
値
に
、
そ
の
異
同
を
記
し
て

い
る
が
、
山
岳
数
は
四
山
増
加
し
、
距
離
数
も
増
し
て
い
る
こ
と
、
山
経

全
体
の
文
字
数
も
劉
歆
が
一
五
、
五
〇
三
字
と
記
す
が
、
郝
氏
は
二
一
、

二
六
五
字
と
数
え
る
な
ど
の
こ
と
か
ら
、
山
経
か
ら
の
文
の
脱
落
は
有
り

得
る
と
は
思
う
が
、
あ
っ
て
も
多
く
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。
佚
文
か
と

思
わ
れ
る
も
の
の
多
く
は
、
山
経
で
言
え
ば
、
Ｄ
の
山
の
特
記
や
Ｅ
Ｆ
の

特
筆
さ
れ
る
動
植
物
鉱
物
に
該
当
す
る
記
述
で
あ
る
が
、
そ
の
検
討
は
、

海
経
と
合
せ
て
行
う
こ
と
と
す
る
。
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四　

海
経
の
記
述
法
の
特
徴

　
『
山
海
経
』
後
半
海
経
の
最
初
の
編
、
海
外
経
南
西
北
東
四
編
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
、「
海
外
自
西
南
陬
至
東
南
陬
者
」
の
よ
う
に
、
西
南

隅
か
ら
東
南
隅
ま
で
の
地
域
の
記
録
で
あ
る
と
い
う
記
載
を
も
ち
、
そ
の

中
の
国
名
や
特
記
事
項
を
記
し
て
い
き
、
最
末
尾
に
は
、「
南
方
祝
融
、

獣
身
人
面
、
乗
両
龍
」
の
ご
と
く
、
そ
の
範
囲
を
司
る
神
名
と
そ
の
形
状

を
記
し
て
一
編
を
終
る
。
西
方
の
海
外
西
経
は
「
西
方
蓐
収
、
左
耳
有

蛇
、
乗
両
龍
」。
海
外
北
経
「
北
方
禺
彊
、
人
面
鳥
身
、
珥
両
青
蛇
、
践

両
青
蛇
。」、
海
外
東
経
「
東
方
句
芒
、
鳥
身
人
面
、
乗
両
龍
。」
で
結
ば

れ
る
。
そ
し
て
各
冒
頭
の
地
域
表
示
と
末
尾
の
統
括
神
の
記
載
と
の
間

に
、
国
や
特
記
す
べ
き
神
・
山
・
動
植
物
・
地
域
伝
承
が
記
さ
れ
る
。
更

に
注
目
す
べ
き
は
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
記
載
に
、
前
条
と
の
位
置
関
係
が
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
海
外
南
経
の
初
め
の
数
条
は
次
の
如

く
で
あ
る
。

結
匈
国
在
其
西
南
、
其
為
人
結
匈
。

南
山
在
其
東
南
。
自
此
山
来
虫
為
蛇
、
蛇
号
為
魚
。
一
曰
南
山
在
結

匈
東
南
。

比
翼
鳥
在
其
東
。
其
為
鳥
青
赤
、
両
鳥
比
翼
、
一
曰
南
山
東
。

　

第
二
項
目
の
南
山
は
「
在
其
東
南
」「
南
山
在
結
匈
東
南
」
の
よ
う
に

前
条
と
の
位
置
関
係
が
記
さ
れ
る
。
位
置
関
係
の
記
述
を
伴
わ
な
い
も
の

は
、
国
名
に
は
な
く
、
前
に
記
さ
れ
る
国
名
の
中
に
存
在
す
る
事
項
、
即

ち
動
植
物
や
伝
承
の
記
述
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
色
を
も
つ
海

外
経
は
、
絵
地
図
が
先
行
し
、
そ
の
絵
地
図
を
文
字
化
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
う
説
も
あ
る
が
、
書
と
し
て
記
し
留
め
ら
れ
た
時
の
ま
ま
を
示
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
記
載
事
項
の
脱
落
や
插
入
は
考
え
に
く
い
編
で

あ
る
。

　

海
内
経
四
編
は
、
一
部
に
前
後
の
記
述
の
位
置
関
係
を
示
す
も
の
も
あ

る
が
、
海
外
経
四
編
に
お
け
る
よ
う
な
密
接
な
関
連
を
言
う
も
の
で
は
な

い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
が
「
何
々
の
東
に
あ
る
」
と
言
う
よ
う
に
、
知
ら

れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
地
名
と
の
関
連
で
次
々
と
示
さ
れ
、
記
述
さ
れ
た
も

の
同
士
の
関
連
に
は
触
れ
な
い
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。
海
外
経
が
絵
地
図

の
よ
う
な
図
を
文
章
化
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る
の
に
較
べ
て
、
海
内
経
は

絵
地
図
の
よ
う
な
基
づ
く
も
の
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
中
国
の
中
心
部
に
近

い
地
域
の
記
載
と
し
て
、
知
ら
れ
て
い
る
地
名
と
の
関
わ
り
で
述
べ
る
こ

と
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
例
示
す
る
と
次

の
如
く
で
あ
る
。
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弐
負
之
臣
曰
危
危
。
与
弐
負
殺

窳
。
帝
乃
梏
之
疏
属
之
山
、
桎
其

右
足
、
反
縛
両
手
与
髪
、
繋
之
山
上
木
。
在
開
題
西
北
。

大
沢
方
百
里
。
羣
鳥
所
生
及
所
解
。
在
鴈
門
北
。

鴈
門
山
、
鴈
出
其
間
。
在
高
柳
北
。

高
柳
在
代
北
。（
海
内
西
経
）

　

鴈
門
・
高
柳
と
い
う
地
は
、
現
在
の
山
西
省
代
県
の
北
側
に
存
在
す
る

こ
と
を
記
す
も
の
で
あ
る
。
類
書
が
『
山
海
経
』
を
引
用
す
る
際
、
右
の

よ
う
な
位
置
表
現
は
全
て
削
除
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
か
ら
、
右
の
ど

の
一
文
か
が
脱
落
し
て
も
、
前
後
の
違
和
感
は
少
な
く
、
復
元
場
所
を
見

出
す
の
も
困
難
を
覚
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

大
荒
経
四
編
の
記
述
は
、
海
外
経
・
海
内
経
よ
り
一
段
と
条
毎
の
関
連

が
希
薄
で
、
個
別
化
し
た
表
現
で
あ
る
。「
大
荒
之
中
有
山
」「
有
宋
山
者
」

な
ど
の
形
で
書
き
出
し
、
国
・
山
、
特
記
す
る
神
格
や
伝
承
を
記
し
て
い

く
。
大
荒
東
経
の
末
尾
を
例
と
す
る
。

大
荒
東
北
隅
中
、
有
山
。
名
曰
凶
犂
土
丘
。
応
龍
処
南
極
。
殺
蚩
尤

与
夸
父
、
不
得
復
上
。
故
下
数
旱
。
旱
而
為
応
龍
之
状
、
乃
得
大

雨
。

東
海
中
有
流
波
山
。
入
海
七
千
里
、
其
上
有
獣
。
状
如
牛
蒼
身
、
而

無
角
一
足
。
出
入
水
則
必
風
雨
。
其
光
如
日
月
、
其
声
如
雷
。
其

名
曰
夔
。
黄
帝
得
之
、
以
其
皮
為
鼓
、
橛
以
雷
獣
之
骨
、
声
聞
五

百
里
、
以
威
天
下
。

　

記
述
相
互
の
関
連
性
が
大
層
薄
い
の
で
、
脱
落
が
あ
っ
て
も
知
り
得
な

い
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。

　
『
山
海
経
』
一
八
編
の
最
終
巻
で
あ
る
海
内
経
一
編
は
、
内
容
上
前
半

後
半
に
二
分
で
き
る
。
前
半
の
内
容
は
、
国
名
・
山
岳
名
・
河
川
名
と
特

色
あ
る
動
物
植
物
の
記
述
や
伝
承
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

流
沙
之
東
、
黒
水
之
間
、
有
山
名
不
死
之
山
。

華
山
青
水
之
東
有
山
、
名
曰
肇
山
。
有
人
名
曰
柏
高
。
柏
高
上
下
于

此
、
至
于
天
。

西
南
黒
水
之
間
、
有
都
広
之
野
、
后
稷
葬
焉
。
爰
有
膏
菽
膏
稲
膏
黍

膏
稷
。
百
穀
自
生
、
冬
夏
播
琴
。
鸞
鳥
自
歌
、
鳳
鳥
自
儛
。
霊
寿

実
華
、
草
木
所
聚
。
爰
有
百
獣
、
相
羣
爰
居
。
此
草
也
冬
夏
不

死
。

　

後
半
は
、
文
化
的
事
物
の
創
始
者
の
記
述
と
、
そ
れ
に
関
わ
る
系
譜
が
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続
く
。黄

帝
生
駱
明
、
駱
明
生
白
馬
。
白
馬
是
為
鯀
。

帝
俊
生
禺
号
、
禺
号
生
淫
梁
、
淫
梁
生
番
禺
。
是
始
為
舟
。

　

こ
の
よ
う
な
文
章
が
連
な
る
海
内
経
は
、
特
に
文
相
互
の
関
連
性
が
薄

く
、
中
間
に
脱
落
し
た
文
章
が
あ
っ
て
も
知
る
手
懸
り
の
な
い
記
載
で
あ

る
。
大
荒
経
と
共
に
佚
文
の
復
原
先
と
し
て
最
も
可
能
性
の
高
い
編
で
あ

る
。

五　

佚
文
の
考
察

　

先
に
書
籍
毎
の
佚
文
か
と
思
わ
れ
る
表
現
を
示
し
た
が
、
こ
こ
で
佚
文

か
否
か
な
ど
の
検
討
を
試
み
た
い
。
前
掲
五
三
条
を
記
述
の
中
心
的
内
容

に
よ
っ
て
類
別
し
、
多
く
の
類
書
が
立
て
る
分
類
、
天
・
地
・
人
事
・
樹

木
・
獣
等
に
倣
っ
て
扱
っ
て
い
く
。
そ
の
文
章
を
再
掲
せ
ず
、『
芸
文
類

聚
』
に
あ
る
佚
文
な
ら
ば
「
芸
」
と
略
記
し
、
そ
の
中
を
書
の
出
現
順
に

芸
１
・
芸
２
と
し
て
、
当
該
の
文
章
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
く
。『
論

衡
』
を
論
、『
北
堂
書
鈔
』
を
北
、『
初
学
記
』
を
初
、『
白
氏
六
帖
』
を

白
、『
太
平
御
覧
』
を
太
と
し
て
示
す
。

　

北
２
は
「
荒
山
・
銅
頭
鉄
額
兵
・
天
酒
」
を
記
す
。「
東
南
荒
山
」
は
、

海
経
、
中
で
も
大
荒
経
・
海
内
経
に
類
す
る
も
の
で
、
大
荒
之
中
・
大
荒

東
北
隅
・
東
海
中
な
ど
の
形
が
多
い
中
で
、「
東
南
」
と
い
う
方
位
の
み

の
記
載
は
、
海
内
経
に
「
西
南
有
巴
国
」
の
一
例
が
あ
る
。「
銅
頭
鉄
額

兵
」
は
現
『
山
海
経
』
に
類
似
表
現
は
見
出
せ
な
い
。
ま
ず
「
銅
鉄
」
の

語
は
山
経
の
産
出
す
る
鉱
物
を
記
す
部
分
に
、「
其
陽
多
銅
、
其
陰
多
鉄
」

の
如
き
用
例
の
み
で
あ
り
、「
兵
」
は
『
山
海
経
』
に
は
兵
士
の
用
例
は

な
い
。
兵
の
武
器
と
し
て
の
用
例
は
「
蚩
尤
作
兵
、
伐
黄
帝
」（
大
荒
北

経
）
と
「
応
龍
処
南
極
、
殺
蚩
尤
与
夸
父
」（
大
荒
東
経
）
の
郭
璞
注
に

「
蚩
尤
作
兵
者
」
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
蚩
尤
が
銅
頭
鉄
額
で
あ
っ

た
と
い
う
伝
承
は
、
ま
だ
『
山
海
経
』
に
は
見
え
ず
、
後
世
の
も
の
で
あ

る
。
な
お
、
太
14
の
「
汲
郡
冢
中
得
銅
剣
一
枚
…
…
以
錫
銅
為
兵
器
」

は
、
中
次
二
経
昆
吾
之
山
の
条
の
「
其
上
多
赤
銅
」
の
郭
璞
注
の
文
章
で

あ
っ
た
。『
山
海
経
』
の
兵
は
他
に
「
兵
乱
」
を
言
う
も
の
が
一
九
例
あ

り
、「
有
鳥
焉
。
其
状
如
雄
雞
、…
…
見
則
有
兵
。」（
西
次
二
経
鹿
台
之
山
）

の
如
く
、
兵
乱
の
予
兆
記
事
で
あ
る
。「
天
酒
甘
露
也
」
は
、
表
現
の
形

か
ら
は
郭
璞
の
注
の
記
述
に
類
似
す
る
。
西
次
四
経
鳥
鼠
同
穴
之
山
の

「
鱣
魚
」
の
注
の
「
鱣
魚
大
魚
也
」
と
同
形
で
あ
る
が
、「
天
酒
」
は
な

い
。
天
の
何
々
と
い
う
表
現
は
、
天
帝
と
関
わ
る
事
物
に
天
字
を
添
え
た

も
の
が
多
く
、
酒
を
天
帝
の
賜
物
と
見
た
よ
う
で
も
な
い
。「
甘
露
」
の
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用
例
は
、「
鳳
皇
卵
民
食
之
、
甘
露
民
飲
之
。」（
海
外
西
経
諸
夭
之
野
）「
鳳

鳥
卵
是
食
、
甘
露
是
飲
。」（
大
荒
西
経
王
母
之
山
）
の
二
例
が
あ
る
。

従
っ
て
北
２
の
「
荒
山
」
の
文
は
、
現
『
山
海
経
』
の
他
の
文
章
と
類
を

異
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

気
象
現
象
を
内
容
と
す
る
も
の
と
し
て
、
芸
１
・
太
１
・
太
２
・
太

３
・
太
７
が
あ
る
。
芸
１
の
「
列
缼
雷
名
」
は
、
先
の
「
天
酒
甘
露
也
」

と
同
様
の
注
記
の
表
現
に
見
え
る
。
雷
に
関
す
る
表
現
は
、
現
『
山
海

経
』
に
三
か
所
見
ら
れ
、「
雷
沢
中
有
雷
神
。
龍
身
而
人
頭
、
鼓
其
腹
。

在
呉
西
。」（
海
内
東
経
）
と
先
に
大
荒
経
の
例
文
と
し
て
挙
げ
た
流
波
山

の
夔
の
記
述
、
そ
し
て
「
黄
帝
妻
雷
祖
生
昌
意
。」（
海
内
経
）
で
あ
る
。

こ
れ
ら
雷
字
の
注
に
も
「
列
缼
」
は
な
く
、『
山
海
経
』
の
佚
文
と
は
考

え
に
く
い
。
風
雨
の
記
述
で
あ
る
太
１
「
扶
陽
之
山
多
怪
風
。」
と
太
３

「
将
陽
之
山
多
怪
雨
。」
は
、
西
次
三
経
「
符
愓
之
山
多
怪
風
雨
。」
を
、

類
書
編
纂
の
際
の
「
符
・
扶
・
将
」「
陽
・
愓
」
の
文
字
異
同
、
及
び

「
多
怪
風
雨
」
採
用
時
、
項
目
に
適
合
さ
せ
る
為
の
、
風
項
目
で
の
雨
字

の
削
除
、
雨
項
目
で
の
風
字
の
削
除
の
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え

る
。『
太
平
御
覧
』
考
察
時
、
文
字
の
異
同
の
分
類
で
処
理
す
べ
き
も
の

で
あ
っ
た
。
太
２
「
太
極
山
・
温
水
湯
風
」
と
太
７
「
湯
山
湯
水
・
愈

疾
」
と
は
同
一
箇
所
の
引
用
と
思
わ
れ
る
。
表
現
の
差
異
は
類
書
引
用
の

簡
略
化
と
項
目
へ
適
合
さ
せ
る
為
の
改
変
と
思
わ
れ
る
。
山
名
・
河
川
名

共
に
現
『
山
海
経
』
に
関
連
す
る
記
述
を
見
出
し
得
な
い
。
こ
の
温
水
が

病
気
を
癒
す
こ
と
は
、
類
似
表
現
を
山
経
に
多
く
指
摘
で
き
、
そ
れ
ら
の

記
述
か
ら
『
山
海
経
』
が
実
生
活
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
証

の
一
つ
な
の
で
あ
る
が
、
一
例
を
挙
げ
て
み
る
。「
多
鱃
魚
。
其
状
如
鯉

而
大
首
。
食
者
不
疣
。」（
東
次
四
経
旄
山
）
で
そ
の
魚
を
食
べ
る
と
疣
に

な
ら
な
い
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
山
経
で
の
動
植
物
の
医
薬
的
効
能
は
大

層
具
体
的
で
あ
る（
３
）。

太
７
太
極
山
の
温
水
の
効
能
の
「
疾
」
が
傷
、
熱
病

な
ど
の
意
と
と
る
と
『
山
海
経
』
的
で
あ
る
が
、
病
気
と
広
義
の
意
で
あ

る
と
す
る
と
『
山
海
経
』
に
は
適
し
な
い
表
現
と
な
る
。

　

次
に
地
理
的
事
象
の
う
ち
、
初
１
・
白
１
・
太
９
の
崑
崙
山
の
山
容
・

流
出
す
る
四
川
・
流
域
を
述
べ
る
も
の
を
見
る
。『
山
海
経
』
で
崑
崙
の

詳
細
な
記
述
は
次
の
三
条
で
あ
る
。

西
南
四
万
里
曰
崑
崙
之
丘
。
是
実
惟
帝
之
下
都
。
神
陸
吾
司
之
。
其

神
状
虎
身
而
九
尾
、
人
面
而
虎
爪
。
是
神
也
司
天
之
九
部
及
帝
之

囿
時
。
有
獣
…
…
。
有
鳥
…
…
。
有
鳥
焉
、
其
名
鶉
鳥
、
是
司
帝

之
百
服
。
有
木
…
…
。
有
草
…
…
。
河
水
出
焉
而
南
流
、
東
注
于

無
達
。
赤
水
…
…
。
洋
水
…
…
。
黒
水
…
…
。
是
多
怪
鳥
獣
。

（
西
次
三
経
）

海
内
崑
崙
之
墟
在
西
北
。
帝
之
下
都
。
崑
崙
之
墟
方
八
百
里
、
高
万
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仞
。
上
有
木
禾
長
五
尋
大
五
囲
。
面
有
九
井
、
以
玉
為
檻
。
面
有

九
門
、
門
有
開
明
獣
守
之
。
百
神
之
所
在
、
在
八
隅
之
巖
、
赤
水

之
際
。
非
仁
羿
莫
能
上
岡
之
巖
。
赤
水
…
…
。
河
水
出
東
北
隅
、

以
行
其
北
、
西
南
又
入
渤
海
、
又
出
海
外
。
即
西
而
北
、
入
禹
所

導
積
石
山
。
洋
水
黒
水
…
…
。（
海
内
西
経
）

西
海
之
南
、
流
沙
之
浜
、
赤
水
之
後
、
黒
水
之
前
、
有
大
山
。
名
曰

崑
崙
之
丘
。
有
神
、
人
面
虎
身
、
有
文
有
尾
皆
白
、
処
之
。
其
下

有
弱
水
之
淵
環
之
。
其
外
有
炎
火
之
山
、
投
物
輒
然
。
有
人
戴

勝
、
虎
歯
有
豹
尾
穴
処
。
名
曰
西
王
母
。
此
山
万
物
尽
有
。（
大

荒
西
経
）

　

初
１
及
び
太
９
の
「
縦
広
万
里
、
高
万
一
千
里
」
は
、
海
内
西
経
の

「
方
八
百
里
、
高
万
仞
」
と
重
な
ら
ず
、
初
１
太
９
「
河
百
里
一
小
曲
、

千
里
一
大
曲
」
と
白
１
「
千
里
一
曲
、
九
曲
入
海
」
と
は
、
中
次
三
経
青

要
之
山
の
「
実
維
帝
之
密
都
、
北
望
河
曲
」
に
付
さ
れ
た
郭
璞
の
注
の

「
河
千
里
一
曲
一
直
也
」
を
『
山
海
経
』
と
し
て
引
用
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
ま
た
太
９
「
復
潜
行
地
下
南
出
積
石
山
」
は
、
海
内
西
経
「
入
禹

所
導
積
石
山
」
や
西
次
三
経
不
周
之
山
の
「
河
水
所
潜
也
」
の
郭
注
「
已

後
潜
行
、
南
出
積
石
山
、
而
為
中
国
河
也
。」
を
採
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
類
書
の
崑
崙
山
が
そ
の
地
理
的
要
素
を
項
目
に
該
当
す
る
も
の
と
し

て
挙
げ
る
の
に
対
し
、
元
来
の
『
山
海
経
』
が
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の

は
、
天
帝
の
下
都
、
司
る
神
格
、
山
中
の
荘
厳
さ
と
い
っ
た
理
想
的
境
地

の
伝
承
で
あ
る
。
書
の
性
格
の
異
な
る
類
書
と
対
比
し
て
、『
山
海
経
』

と
い
う
書
の
特
色
が
明
確
に
感
ぜ
ら
れ
る
。

　

崑
崙
山
以
外
の
地
の
河
川
の
引
用
は
、
初
２
・
太
６
・
太
10
・
太
11
・

太
12
・
太
13
の
六
条
が
あ
る
。
初
２
は
長
江
の
水
源
と
し
て
大
江
・
中

江
・
北
江
・
岷
山
を
記
す
。
中
次
九
経
岷
山
に
「
江
水
出
焉
」
と
あ
る
も

の
や
海
内
東
経
「
岷
三
江
首
大
江
、
出
汶
山
。
北
江
出
曼
山
、
南
江
出
高

山
。」
な
ど
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。『
山
海
経
曰
』
と
す
る
ほ
ど

の
関
連
と
認
め
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
太
６
「
祭
水
・
伏
流
」
の
伏
流
の

表
現
は
、『
山
海
経
』
も
郭
注
も
「
潜
行
」
と
表
現
さ
れ
る
も
の
で
、
違

和
感
を
覚
え
る
。
太
10
「
又
曰
、
詩
云
」
の
「
又
曰
」
は
前
条
の
「
山
海

経
曰
」
を
受
け
、
続
い
て
同
じ
く
の
用
語
で
あ
る
が
、「
詩
云
」
と
明
記

す
る
よ
う
に
『
詩
経
』
衛
風
「
淇
奥
」
の
「
瞻
彼
淇
奥
、
緑
竹
猗
猗
」
が

引
か
れ
て
い
る
が
、
現
『
山
海
経
』
に
は
北
次
三
経
沮
洳
之
山
に
「

水

出
焉
」
と
あ
る
そ
の
郭
璞
注
に
「
音
其
」
と
あ
る
の
み
で
、
こ
の
音
注
に

続
け
て
衛
風
淇
奥
を
引
用
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
郭
璞
が
『
詩
経
』

を
引
く
の
は
、
西
次
四
経
上
申
之
山
の
「
多
榛
楛
」
に
、
大
雅
「
旱
麓
」

の
「
榛
楛
済
済
」
と
、
北
次
三
経
沮
洳
之
山
に
、
魏
風
「
汾
沮
洳
」
の

「
彼
汾
沮
洳
」、
大
荒
北
経
「
叔
均
乃
為
田
祖
」
に
、
小
雅
「
大
田
」
の
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「
田
祖
有
神
」
と
の
三
か
所
で
あ
る
。

　

太
11
は
、「
壇
道
山
・
鴦
漿
水
・
良
薬
」
を
言
う
が
、
山
名
・
水
名
共

に
『
山
海
経
』
に
関
わ
り
を
見
出
せ
な
い
。「
良
薬
」
の
語
は
、
現
『
山

海
経
』
に
は
な
く
、
多
く
の
病
名
を
挙
げ
て
効
く
薬
物
の
動
植
物
名
を
具

体
的
に
表
現
し
て
い
く
。
抽
象
的
な
「
良
薬
」
の
表
現
は
『
山
海
経
』
に

は
見
ら
れ
な
い
。
薬
字
の
使
用
例
は
海
経
、
海
内
西
経
で
十
巫
が
「
夾

窳
之
尸
皆
操
不
死
之
薬
以
距
之
」、
大
荒
南
経
巫
山
に
「
帝
薬
八
齋
」、
大

荒
西
経
で
の
十
巫
「
従
此
升
降
百
薬
爰
在
」
の
三
か
所
で
あ
る
。

　

太
12
「
金
玉
・
沮
水
」、
太
13
「
甘
松
嶺
・
松
桑
嶺
・
江
水
水
源
」
の

二
条
は
『
山
海
経
』
に
関
連
す
る
内
容
や
手
懸
り
を
見
出
し
得
な
か
っ

た
。

　

太
４
・
太
５
・
太
17
は
、
周
の
穆
王
の
伝
承
で
、
崑
崙
山
や
西
王
母
と

の
宴
も
記
す
。
先
に
『
山
海
経
』
中
の
崑
崙
山
の
詳
細
な
記
述
で
示
し
た

よ
う
に
、
周
の
穆
王
は
全
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
西
王
母
は
、
山

経
で
は
崑
崙
山
か
ら
西
へ
一
三
二
〇
里
離
れ
た
玉
山
の
山
岳
神
で
、「
其

状
如
人
豹
尾
、
虎
歯
而
善
嘯
。
蓬
髪
戴
勝
。
是
司
天
之
厲
及
五
残
。」
と

記
さ
れ
る
。
こ
の
異
形
は
詩
の
応
酬
を
す
る
西
王
母
と
は
大
き
く
異
な

る
。
海
経
に
な
っ
て
西
王
母
は
崑
崙
山
の
神
と
し
て
記
さ
れ
る
が
や
は
り

穆
王
と
会
見
す
る
美
神
で
は
な
い
。
穆
王
の
西
王
母
と
の
伝
承
は
、
戦
国

魏
の
襄
王
の
墳
墓
中
か
ら
、
晋
の
太
康
二
年
（
二
八
一
）
に
発
見
さ
れ
た

所
謂
『
穆
天
子
伝
』
に
記
さ
れ
る
文
章
で
あ
る
。「
山
海
経
曰
」
と
し
て

引
用
さ
れ
る
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
西
次
三
経
玉
山
の
西
王
母

の
「
是
司
天
之
厲
及
五
残
」
に
添
え
ら
れ
る
郭
璞
注
に
、「
穆
天
子
伝
曰
、

吉
日
甲
子
、
天
子
賓
于
西
王
母
。」
と
し
て
、
以
下
天
子
と
西
王
母
と
の

歌
の
贈
答
ま
で
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、『
太
平
御
覧
』
は
「
山
海
経

曰
」
と
し
て
引
用
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
郭
璞
の
注
を
『
山
海
経
』

本
文
と
一
体
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

　

山
岳
で
は
太
８
「
大
翮
山
小
翮
山
、
秦
人
王
仲
の
転
生
」
が
あ
る
。
山

名
も
転
生
も
『
山
海
経
』
に
手
懸
り
を
見
出
し
得
な
い
が
、
転
生
は
『
山

海
経
』
中
の
転
生
記
事
と
異
な
り
、
後
の
時
代
の
話
型
で
あ
る
。
中
次
七

経
姑
媱
之
山
の
「
帝
女
死
焉
。
其
名
曰
女
尸
、
化
為

草
。
其
葉
胥
成
、

其
華
黄
、
其
実
如
菟
丘
。
服
之
媚
于
人
。」
や
北
次
三
経
発
鳩
之
山
の
炎

帝
の
少
女
女
娃
が
精
衛
と
い
う
鳥
に
転
生
す
る
話
と
比
較
し
て
の
こ
と
で

あ
る（
４
）。

　

山
岳
名
の
示
さ
れ
る
引
用
は
他
に
、
初
３
・
初
４
・
太
20
・
太
23
・
太

28
が
あ
る
。
初
３
「
丹
山
・
巫
山
・
帝
女
」
の
丹
山
は
、
海
内
南
経
夏
后

啓
と
大
荒
北
経
始
州
之
国
に
あ
り
、
巫
山
は
大
荒
南
経
帝
薬
八
齋
と
大
荒

西
経
巫
山
と
夏
耕
之
尸
の
三
か
所
に
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
帝
女
と
の
関
わ

り
が
な
い
。
帝
女
は
太
８
の
転
生
で
挙
げ
た
二
例
と
中
次
十
一
経
宣
山
の

帝
女
之
桑
と
中
次
十
二
経
洞
庭
之
山
の
帝
之
二
女
が
あ
る
。
し
か
し
山
名
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丹
山
・
巫
山
と
関
わ
ら
な
い
。
初
４
「
雲
山
・
乾
腊
梅
」
で
、
中
次
十
二

経
の
雲
山
は
桂
竹
と
い
う
猛
毒
の
植
物
を
記
し
、
梅
は
な
い
。
梅
は
山
経

の
「
多
桃
李
梅
杏
」
の
類
は
多
い
が
乾
腊
と
い
う
梅
干
に
類
す
る
梅
の
記

載
は
見
当
た
ら
ず
、
関
連
す
る
事
項
も
見
出
せ
な
い
。
太
20
「
克
光
之

山
・
鉄
」
は
、「
其
陰
多
鉄
」（
西
山
首
経
竹
山
）
の
如
く
山
中
の
産
出
物

を
言
う
も
の
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
鉄
の
記
さ
れ
る
四
字
の
山
名
を

「
之
山
」
を
省
き
、「
西
三
」
で
西
次
三
経
の
記
述
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

列
挙
し
て
み
る
。
西
皇
（
西
三
）・
潘
侯
（
北
首
）・
白
馬
（
北
三
）・
泰

威
（
中
首
）・
夸
父
（
中
六
）・
少
室
（
中
七
）・
大

（
中
七
）・
虎
尾
（
中

十
）・
又
原
（
中
十
）・
帝
囷
（
中
十
一
）・
兎
牀
（
中
十
一
）・
風
伯
（
中

十
一
）・
洞
庭
（
中
十
二
）・
王
母
（
大
荒
西
）
の
一
四
山
で
、
更
に
二
字

の
山
名
中
鉄
を
言
う
も
の
二
三
例
と
計
三
七
例
の
う
ち
、
克
光
之
山
と
字

形
や
音
の
類
似
す
る
も
の
は
見
出
し
得
な
い
。
太
23
「

光
之
山
・

」

の

は
「
其
獣
」
何
々
と
い
う
形
で
、
綸
山
（
中
八
）・
大
堯
之
山
（
中

八
）・

山
（
中
九
）・
玉
山
（
中
九
）・
葛
山
（
中
九
）・
即
谷
之
山
（
中

十
一
）
の
六
山
に
記
さ
れ
る
。

と
い
う
兎
に
似
た
動
物
を
言
う
六
山
に

字
形
や
音
の
類
似
は
求
め
に
く
く
、
佚
文
と
思
わ
れ
る
が
、
記
述
が
中
山

経
に
集
中
し
て
い
る
点
、
先
に
触
れ
た
如
く
山
経
か
ら
の
文
の
脱
落
は
多

く
な
い
と
考
え
る
の
で
、
文
字
表
記
な
ど
他
の
理
由
に
よ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
。
太
28
「
単
狐
之
山
其
木
多
机
。」
は
北
山
首
経
の
「
北
山
経
之

首
曰
単
狐
之
山
。
多
机
木
。」
と
あ
る
も
の
の
引
用
で
あ
る
が
、
先
に

『
太
平
御
覧
』
の
調
査
に
際
し
て
見
落
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
山
岳

の
記
述
は
他
に
『
論
衡
』
の
度
朔
山
の
伝
承
が
あ
る
が
、
最
後
に
扱
う
こ

と
と
す
る
。

　
『
山
海
経
』
が
編
ま
れ
た
大
き
な
目
的
の
一
つ
に
中
国
の
周
辺
地
域
の

人
々
や
土
地
の
状
況
を
知
り
、
記
録
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
記

録
者
・
伝
承
者
に
と
っ
て
、
そ
の
存
在
や
生
活
ぶ
り
は
大
き
な
関
心
事
で

あ
っ
た
こ
と
と
思
う
。
類
書
に
採
ら
れ
る
、
人
に
関
す
る
記
載
の
う
ち
、

現
『
山
海
経
』
に
見
ら
れ
な
い
も
の
は
、
芸
２
・
太
15
・
太
16
・
太
18
で

あ
る
。

　

芸
２
・
太
15
は
、
反
舌
国
と
い
う
種
族
の
記
録
で
、「
其
人
反
舌
」
が

い
か
な
る
状
態
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
未
詳
で
あ
る
が
、
類
似
し

た
記
載
は
海
外
南
経
の
「
岐
舌
国
在
其
東
」
が
あ
る
。
直
前
に
「
不
死

民
」
が
あ
り
、
そ
の
東
に
あ
る
と
だ
け
記
す
。
郭
璞
は
注
し
て
「
其
人
舌

皆
岐
或
云
支
舌
也
。」
と
す
る
。
海
外
経
に
多
い
異
形
の
多
く
は
外
見
上

の
特
徴
で
、
三
身
・
三
首
・
一
臂
・
長
股
・
一
目
な
ど
の
国
々
で
あ
る

が
、
岐
舌
国
は
口
中
の
こ
と
で
言
語
に
関
わ
る
外
見
だ
け
で
は
な
い
特
徴

を
言
う
も
の
で
、
他
と
若
干
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。
海
外
経
は
記
述
相

互
の
関
連
が
極
め
て
密
接
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
次
の
よ
う
に
は

考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
一
案
を
示
し
た
い
。
海
外
経
と
大
荒
経
は
若
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干
重
な
る
記
載
を
有
し
て
い
る（
５
）。
海
外
南
経
の

国
・
不
死
民
・
羿
与
鑿

歯
戦
于
寿
華
之
野
・
狄
山
帝
堯
葬
于
陽
と
大
荒
南
経
の

民
之
国
・
不
死

之
国
・
鑿
歯
羿
殺
之
・
帝
堯
帝
嚳
帝
舜
葬
于
岳
山
と
は
相
重
な
る
部
分
で

あ
る
。
海
外
南
経
の
岐
舌
国
と
重
な
っ
て
い
た
大
荒
南
経
の
言
語
口
中
の

特
徴
を
も
つ
「
反
舌
国
、
其
人
反
舌
」
が
脱
落
す
る
前
に
、
唐
の
『
芸
文

類
聚
』
に
採
ら
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
。
太
16
「
野
人
国
、
面

目
手
足
尽
異
」
に
類
す
る
記
載
は
、
海
内
北
経
「
王
子
夜
之
尸
、
両
手
両

股
胸
首
歯
、
皆
断
異
処
」
で
あ
り
、「
尽
異
」
と
「
異
処
」
と
は
同
一
の

状
態
の
表
現
と
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
王
子
夜
之
尸
と
い
う
神
人

と
野
人
と
が
現
状
で
は
結
び
つ
か
な
い
。
王
子
夜
之
尸
に
何
か
物
語
が

あ
っ
た
の
か
と
想
像
す
る
の
み
で
あ
る
。
太
18
「
域
有
山
・
域
有
民
・
食

桑
・
射
蜮
是
食
」
は
、
大
荒
南
経
の
「
有
蜮
山
者
、
有
蜮
民
之
国
。
桑
姓

食
黍
、
射
蜮
是
食
。」
の
引
用
で
あ
ろ
う
。
有
何
々
と
海
経
で
記
す
「
有

蜮
山
」
が
誤
記
引
用
さ
れ
「
域
有
山
」
と
な
り
、「
有
蜮
民
之
国
」
が

「
域
有
民
之
国
」
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
海
経
の
国
名
の
「
域
有
民

之
国
」
と
い
う
五
文
字
表
記
は
他
に
な
い
こ
と
も
証
と
で
き
よ
う
。『
太

平
御
覧
』
考
察
の
際
の
見
落
と
し
で
あ
る
。

　

太
19
「
珏
二
玉
相
合
、
瑁
琉
。
夷
蛮
係
耳
玉
也
。」『
山
海
経
』
に
は
多

く
玉
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
山
中
に
産
出
す
る
こ
と
を
、「
無
草
木

多
金
玉
」（
西
次
二
経
薫
呉
之
山
）
の
よ
う
に
記
す
。
玉
の
名
は
、「
其
上

多
嬰
短
之
玉
、
其
陽
多
瑾
瑜
之
玉
。」（
西
次
三
経
泑
山
）
の
如
く
記
さ
れ

る
。
西
次
三
経

山
に
は
「
玉
膏
」
を
黄
帝
が
食
す
る
記
述
も
あ
る
が
、

珏
は
見
え
な
い
。「
夷
蛮
係
耳
玉
」
は
夷
蛮
の
風
俗
を
記
す
も
の
で
海
経

の
内
容
で
あ
ろ
う
。
海
経
は
中
央
か
ら
遠
い
辺
境
の
地
の
記
載
で
あ
る
が

「
蛮
夷
」
に
類
す
る
表
現
は
全
く
な
い
。
大
荒
経
に
記
さ
れ
る
最
遠
の
地

に
、
堯
舜
の
被
葬
地
の
所
在
が
記
録
さ
れ
る
な
ど
、
大
荒
は
地
理
的
位
置

の
辺
遠
を
示
し
、
そ
の
地
の
異
形
や
異
風
俗
を
記
し
て
も
、
中
央
と
対
比

し
て
蔑
視
す
る
表
現
は
な
い
。
太
19
は
『
山
海
経
』
の
文
章
と
は
考
え
に

く
い
。

　

植
物
に
関
す
る
記
述
と
し
て
、
芸
３
・
芸
５
・
芸
６
・
太
29
・
太
30
が

あ
る
。
芸
３
に
言
う
「
菖
蒲
」
は
『
山
海
経
』
全
編
を
通
し
て
他
に
な

い
。「
一
十
九
節
」
以
下
の
表
現
は
『
山
海
経
』
の
書
き
ぶ
り
で
な
く

「
韓
終
王
興
所
服
」
も
関
わ
ら
な
い
。
薬
と
な
る
植
物
を
多
く
記
す
が
菖

蒲
は
見
ら
れ
な
い（
６
）。
手
懸
り
を
求
め
得
な
い
引
用
で
あ
る
。
芸
５
「
所
謂

賁
禺
之
桂
」
は
、
南
山
首
経
招
搖
之
山
の
「
多
桂
」
に
付
さ
れ
た
郭
注

「
呂
氏
春
秋
曰
、
招
搖
之
桂
」
に
関
わ
る
か
と
も
見
え
る
が
、
招
搖
・
賁

禺
は
相
似
な
い
。
芸
６
「
桂
生
南
隅
、」
云
々
は
、
郭
璞
の
『
山
海
経
図

讃
』
南
山
経
の
「
桂
」
の
句
で
あ
る
。
隅
―
裔
、
抜
萃
―
枝
華
、
熙
―
莫

熙
、
陵
―
凌
、
秀
津
―
津
、
と
文
字
の
異
同
は
あ
る
が
、
郭
注
だ
け
で
な

く
図
讃
も
含
め
て
『
山
海
経
』
と
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。『
芸
文
類
聚
』
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考
察
の
際
、
思
い
至
ら
ぬ
見
落
と
し
で
あ
る
。
太
29
「
樠
樹
生
蜀
中
、
七

八
月
吐
穂
」
の
蜀
中
。
七
八
月
の
二
語
は
、『
山
海
経
』
に
類
の
な
い
表

現
法
で
あ
る
。
太
30
「
竹
生
花
其
年
枯
」
以
下
詳
細
な
記
述
は
『
山
海

経
』
本
文
の
筆
法
で
は
な
く
、
注
記
か
と
思
わ
れ
る
。「
多
竹
」
の
一
二

か
所
全
て
、
既
知
の
植
物
と
し
て
注
記
は
な
い
。
特
記
さ
れ
る
竹
は
、

「
帝
後
竹
林
在
焉
、
大
可
為
舟
。」（
大
荒
北
経
）
が
あ
る
が
、
こ
こ
の
注

で
も
な
く
郭
注
は
そ
の
大
き
さ
の
補
充
説
明
を
し
て
い
る
。

　

鳥
類
の
引
用
は
、
論
２
・
太
25
・
太
26
が
あ
る
。
論
２
の
「
重
常
之

鳥
」
は
劉
歆
の
「
山
海
経
敍
録
」
に
、
東
方
朔
が
鳥
の
名
称
・
餌
を
『
山

海
経
』
か
ら
の
知
識
で
答
え
た
と
伝
え
る
話
を
、『
論
衡
』
が
董
仲
舒
の

こ
と
と
し
て
記
す
も
の
で
あ
る
。『
山
海
経
』
中
、
動
物
の
餌
を
記
す
の

は
「
多

魚
、
其
状
如
蛇
而
四
足
。
是
食
魚
。」（
西
次
三
経
楽
游
之
山
）、

「
有
鳥
焉
、
其
状
如
雉
、
恒
食
蜚
、
名
曰
鴆
。」（
中
次
十
一
経
瑤
碧
之
山
）

の
二
条
と
、
人
間
を
食
う
「
食
人
」
が
山
経
に
八
、
海
経
に
三
例
あ
る
。

食
人
は
別
と
し
て
、
東
方
朔
の
鳥
と
な
る
と
鴆
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
名

称
が
一
致
し
な
い
。
太
25
「

雉
一
名
山
雞
、
養
之
穣
火
。」
は
、
西
山

首
経
小
華
之
山
に
「
鳥
多
赤

、
可
以
禦
火
。」
が
あ
り
、
郭
璞
注
に

「
赤

山
雞
之
属
」
と
あ
る
も
の
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
太
26
「
鸚

鵡
慧
鳥
」
は
郭
璞
の
『
山
海
経
図
讃
』
西
山
経
鸚

を
採
っ
た
も
の
で
、

蘂
―
桑
、
啄
地
―
以
觜
、
の
異
同
、
及
び
末
尾
二
句
の
省
略
が
行
わ
れ
て

い
る
。
先
の
考
察
時
の
見
落
と
し
で
あ
る
。

　

獣
の
引
用
は
白
２
・
太
21
・
太
22
・
太
24
・
白
３
で
あ
る
。
白
２
「
猫

猪
大
者
肉
重
千
斤
」、
太
21
「
肉
重
千
万
斤
豪
猪
」
に
関
わ
る
記
載
は
、

西
山
首
経
竹
山
の
「
有
獣
焉
。
其
状
如
豚
而
白
毛
、
大
如
筓
而
黒
端
。
名

曰
豪
彘
。」
及
び
郭
璞
注
「
狟
豬
也
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
清
の
郝
懿
行
は

白
２
は
こ
の
部
分
の
郭
注
の
脱
落
で
あ
ろ
う
と
言
う
。
豪
猪
・
豪
彘
・
狟

豬
の
手
懸
り
し
か
得
ら
れ
な
い
。
太
22
「
果
然
・
以
名
自
呼
声
」
の
鳴
き

声
の
表
現
は
、
山
経
で
「
其
鳴
自
叫
也
」
と
記
さ
れ
、
叫
字
が
呼
・

・

・
号
と
変
化
は
す
る
が
、
呼
声
と
い
う
表
現
は
さ
れ
な
い
。
類
書
採
用

時
に
意
を
明
ら
か
に
す
る
為
の
声
字
の
補
充
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ

る
。
交
趾
以
下
の
叙
述
は
注
の
文
と
見
ら
れ
る
。
太
24
「

」
は
全
く

手
懸
り
が
得
ら
れ
な
い
。
白
３
「
騶
虞
・
如
虎
・
五
色
・
尾
長
如
身
・
出

鳥
鼠
同
穴
山
」
の
要
素
は
、
海
内
北
経
林
氏
国
に
「
有
珍
獣
。
大
若
虎
五

采
畢
具
、
尾
長
于
身
。
名
曰
騶
吾
。
乗
之
日
行
千
里
。」
と
あ
る
も
の
に

よ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
鳥
鼠
同
穴
山
は
、
西
次
四
経
も
海
内
東
経
も
騶
虞

と
全
く
関
わ
ら
な
い
。

　

次
に
蟻
・
蛟
の
芸
７
・
芸
８
を
見
る
。
芸
７
「
蛟
・
小
頭
細
頸
・
有
白

癭
・
瓮
能
呑
人
」
の
引
用
は
、
中
次
十
一
経
翼
望
之
山
の
「
其
中
多
蛟
」

に
添
え
ら
れ
た
郭
璞
注
で
あ
っ
た
。「
似
虵
而
四
脚
小
頭
細
頸
、
有
白
癭
。

大
者
十
数
囲
、
卵
如
一
二
石
甕
、
能
呑
人
。」
と
若
干
文
字
の
異
同
は
あ
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る
が
郭
注
の
引
用
で
あ
っ
た
。
先
の
見
落
と
し
で
あ
る
。
芸
８
「
朱
蟻
・

崑
崙
墟
」
の
引
用
は
、
崑
崙
の
本
文
及
び
郭
注
も
全
て
朱
蟻
と
関
わ
ら
な

い
。
ど
の
部
分
か
ら
の
脱
落
か
も
探
る
手
懸
り
を
得
な
い
。

　

魚
類
は
、
北
１
・
初
８
・
太
27
・
初
６
・
初
７
が
あ
る
。
北
１
・
初

８
・
太
27
の
要
素
は
「
鯪
鯉
・
呑
舟
・
有
刺
・
如
三
角
菱
」
で
、
海
内
北

経
に
「
陵
魚
人
面
手
足
魚
身
。
在
海
中
。」
と
あ
る
が
、
郝
懿
行
は
こ
こ

の
郭
注
が
脱
去
し
た
も
の
と
見
て
い
る
。
初
６
「
鱖
魚
・
大
口
・
細
鱗
・

斑
彩
」
は
、
中
次
七
経
半
石
之
山
の
「
多
鰧
魚
。
状
如
鱖
、
居
逵
。」
の

郭
注
「
鱖
魚
大
口
大
目
細
鱗
有
班
彩
」
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
初

７
「
鯷
魚
・
赤
目
・
赤
鬛
・
食
之
殺
人
」
に
関
わ
る
手
懸
り
と
し
て
「
食

之
殺
人
」
の
記
述
を
見
る
と
、「
其
中
多

之
魚
、
食
之
殺
人
。」（
北

山
首
経
少
咸
之
山
）、「
其
中
有
師
魚
。
食
之
殺
人
。」（
北
次
三
経
饒
山
）

の
二
例
が
あ
る
。

・
師
魚
共
に
郭
注
は
、「
音
沛
、
未
詳
、
或
作

鯆
。」「
未
詳
、
或
作
鯢
。」
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
関
わ
り
は
見
出
し
得

な
い
。

　

佚
文
考
察
の
最
後
と
し
て
、
論
１
・
芸
４
・
初
５
に
共
通
す
る
度
朔
山

の
大
桃
樹
を
見
る
こ
と
と
す
る
。
論
１
の
書
き
出
し
「
蒼
海
之
中
」
に
つ

い
て
は
、
海
経
の
書
き
出
し
が
「
東
海
之
外
」
の
類
を
代
表
と
し
て
、
東

西
南
北
四
方
の
称
呼
、
又
は
「
大
荒
之
中
」
に
限
ら
れ
て
い
る
中
に
あ
っ

て
、「
蒼
海
」
は
珍
し
い
形
で
あ
る
。「
度
朔
之
山
」
及
び
そ
れ
に
類
す
る

山
岳
名
は
見
出
せ
な
い
。「
大
桃
樹
」
の
中
心
的
描
写
で
あ
る
「
屈
蟠
三

千
里
」
に
類
す
る
記
述
は
、「
尋
木
長
千
里
、
在
拘
纓
南
生
河
上
西
北
。」

（
海
外
北
経
）
と
「
大
荒
之
中
、
有
山
名
曰
衡
天
。
有
先
民
之
山
、
有
槃

木
千
里
。」（
大
荒
北
経
）
と
が
あ
り
、
清
の
郝
懿
行
は
度
朔
山
の
記
述
が

後
者
部
分
か
ら
の
逸
文
で
あ
る
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。『
山
海
経
』

本
文
と
す
る
と
、
有
槃
木
千
里
と
ど
の
よ
う
に
連
な
る
の
か
疑
問
が
あ

り
、
注
記
と
す
る
と
晋
の
郭
璞
で
は
な
い
注
は
、
他
に
例
も
な
い
。
九
五

文
字
に
も
及
ぶ
度
朔
山
の
伝
承
が
、
ど
の
よ
う
に
『
山
海
経
』
に
記
さ

れ
、
ど
の
よ
う
に
脱
落
し
た
も
の
か
、
想
像
す
ら
難
し
い
。「
神
荼
・
鬱

壘
」
と
い
う
神
人
に
つ
い
て
見
る
と
、『
山
海
経
』
の
神
人
は
、
山
経
で

は
山
岳
神
・
海
神
・
風
神
な
ど
で
、「
神
計
蒙
処
之
。
其
状
人
身
而
龍
首
、

恒
遊
于
漳
淵
。
出
入
必
有
飄
風
暴
雨
。」（
中
次
八
経
光
山
）
の
よ
う
に
、

自
然
現
象
と
関
わ
り
を
示
す
神
格
に
満
ち
て
い
る
。
海
経
で
は
簡
潔
な
特

徴
を
記
さ
れ
る
多
く
の
神
人
の
他
に
、
長
め
の
物
語
を
も
つ
神
格
も
多

い
。
そ
の
詳
述
さ
れ
る
神
格
の
物
語
は
奥
に
部
族
の
抗
争
を
示
す
と
思
わ

れ
る
も
の
や
素
朴
な
事
物
起
源
を
語
る
も
の
で
あ
っ
た
り
す
る
。
人
々
が

切
望
す
る
世
と
人
の
平
穏
に
関
わ
る
点
は
度
朔
山
の
悪
鬼
を
統
べ
る
二
神

人
と
重
な
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
内
容
・
表
現
が
至
っ
て
素
朴
な
と
こ
ろ
に

違
い
を
覚
え
る
。「
鬼
」
に
つ
い
て
も
『
山
海
経
』
に
五
例
あ
り
、
１
．

瑾
瑜
之
玉
為
良
…
…
天
地
鬼
神
是
食
是
饗
（
西
次
三
経

山
）、
２
．
槐
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鬼
離
侖　

３
．
有
窮
鬼
（
共
に
西
次
三
経
槐
江
之
山
）　

４
．
鬼
草
（
中

山
首
経
牛
首
之
山
）、
５
．
鬼
国
（
海
内
北
経
）
で
あ
る
。
２
・
３
は
山

岳
神
名
、
４
は
植
物
名
、
５
は
「
鬼
国
在
弐
負
之
尸
北
。
為
物
人
面
而
一

目
。」
と
の
み
記
さ
れ
る
も
の
。
度
朔
山
の
悪
鬼
に
類
す
る
鬼
の
表
現
は

見
ら
れ
な
い
。
黄
帝
以
下
の
記
述
は
『
山
海
経
』
よ
り
も
後
の
時
代
の
信

仰
に
基
づ
く
記
述
と
感
じ
る
。
度
朔
山
の
伝
承
を
研
究
さ
れ
た
諸
先
人
の

う
ち
の
一
論
文
を
引
用
さ
せ
て
頂
く
。
上
原
淳
道
「
神
荼
・
鬱
壘
に
つ
い

て
」
（
７
）

で
あ
る
。

あ
る
説
話
が
あ
る
時
代
の
文
献
に
見
え
な
い
こ
と
は
、
必
ず
し
も

そ
の
説
話
が
そ
の
時
代
に
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
け

れ
ど
も
、
先
秦
か
ら
前
漢
に
か
け
て
の
文
献
に
見
え
な
い
神
荼
と
鬱

壘
と
の
説
話
が
、
後
漢
に
入
る
と
突
如
と
し
て
多
く
の
文
献
に
記
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
の
説
話
の
成
立
年
代
に
関
し
て
何
事
か

を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
説
話
は
、
後
漢
の
時
代
に
儺

の
行
事
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
ろ
の
、
桃
人
を
飾
る
こ

と
、
葦
索
を
垂
ら
す
こ
と
、
神
荼
・
鬱
壘
お
よ
び
虎
を
門
に
画
く
こ

と
、
な
ど
の
一
聯
の
風
習
の
起
源
を
説
明
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、（
以
下
略
）。

　

先
秦
の
古
書
と
見
ら
れ
る
『
山
海
経
』
に
、
何
故
度
朔
山
の
伝
承
が
記

載
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
佚
文
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
考
古
学
上

の
発
掘
が
得
ら
れ
、
明
ら
か
に
な
る
時
を
期
待
す
る
が
、
敢
え
て
論
拠
の

な
い
想
像
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
と
記
し
て
み
る
。
古
く
『
山
海
経
』
は

「
黄
帝
書
」「
禹
書
」
と
黄
帝
や
禹
と
関
わ
る
書
と
見
做
さ
れ
て
い
た
。
黄

帝
が
制
度
と
し
人
々
の
幸
せ
を
図
っ
た
度
朔
山
の
伝
承
を
記
す
書
物
・
記

述
を
、
人
々
の
願
い
の
記
さ
れ
る
『
山
海
経
』
と
見
た
、
と
。

六　

ま
と
め

　

前
漢
末
の
劉
歆
が
校
訂
し
て
現
在
の
一
八
編
と
し
、
晋
の
郭
璞
（
二
七

六
―
三
二
四
）
が
最
初
に
注
釈
を
施
し
た
も
の
が
、
現
在
手
に
す
る
『
山

海
経
』
で
あ
る
が
、
明
清
の
注
釈
家
達
が
見
る
ま
で
に
、
本
文
に
異
同
の

生
ず
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
な
ど
の
状
況
を
知
る
べ
く
、
先
に
、『
論

衡
』『
水
経
注
』『
北
堂
書
鈔
』『
芸
文
類
聚
』『
初
学
記
』『
白
氏
六
帖
』『
太

平
御
覧
』
の
中
に
「
山
海
経
曰
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
文
章
を
、
現

『
山
海
経
』
と
比
較
検
討
を
し
た
。
そ
し
て
現
『
山
海
経
』
の
中
に
見
出

し
得
な
い
と
見
た
五
三
条
を
本
稿
で
そ
の
記
述
を
内
容
別
に
検
討
を
加
え

た
。

　

先
の
調
査
で
、
本
文
の
文
字
異
同
に
気
づ
き
得
な
か
っ
た
七
条
と
、
郭
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璞
の
山
海
経
注
、
及
び
山
海
経
図
讃
を
「
山
海
経
曰
」
と
し
て
引
用
し
て

い
た
一
一
条
と
の
計
一
八
条
は
確
認
し
得
た
が
、
残
り
の
三
五
条
は
、

種
々
手
懸
り
を
求
め
模
索
し
た
が
、
明
ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま

で
の
結
果
を
分
類
し
一
覧
に
し
て
示
し
て
お
く
。

１
．
文
字
異
同
は
あ
る
が
『
山
海
経
』
本
文
で
あ
る
も
の
―
―
初

２
・
白
３
・
太
１
・
太
３
・
太
18
・
太
25
・
太
28

２
．
郭
璞
の
注
で
あ
る
も
の
―
―
芸
７
・
初
１
・
初
６
・
白
１
・
太

４
・
太
５
・
太
９
・
太
14
・
太
17

３
．
郭
璞
の
山
海
経
図
讃
で
あ
る
も
の
―
―
芸
６
・
太
26

４
．
元
来
、『
山
海
経
』
に
あ
っ
た
文
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
―
―

芸
２
・
太
15
・
太
16
・
太
21

５
．
内
容
・
表
現
か
ら
『
山
海
経
』
の
文
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
な
い

も
の
―
―
論
１
・
北
２
・
芸
１
・
芸
４
・
初
５
・
太
２
・
太

７
・
太
８
・
太
10
・
太
11
・
太
19

６
．
手
懸
り
な
く
確
認
し
得
な
い
も
の
―
―
論
２
・
北
１
・
芸
３
・

芸
５
・
芸
８
・
初
３
・
初
４
・
初
７
・
初
８
・
白
２
・
太
６
・

太
12
・
太
13
・
太
20
・
太
22
・
太
23
・
太
24
・
太
27
・
太
29
・

太
30

　

考
察
の
途
中
、
考
古
学
上
の
発
掘
を
待
た
ね
ば
、
結
論
の
得
ら
れ
ぬ
無

謀
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
躊
躇
困
惑
が
あ
っ
た
が
、
繰
り
返

し
文
字
・
表
現
を
求
め
て
見
返
す
う
ち
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
感
じ
て
い
た

『
山
海
経
』
の
諸
々
の
特
色
、
特
に
文
章
表
現
の
特
色
を
意
識
す
る
機
会

と
な
っ
た
。
そ
れ
は
特
記
す
る
程
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
恩
師

藤
野
岩
友
先
生
か
ら
卒
業
論
文
の
課
題
と
し
て
頂
い
た
『
山
海
経
』
調
査

作
業
の
、
最
終
と
し
て
の
本
稿
に
機
会
を
頂
い
た
感
謝
を
こ
め
て
記
し
て

お
き
た
い
。

　

文
章
表
現
の
特
色
と
し
て
、
洛
陽
を
中
心
と
す
る
山
経
は
、
人
々
の
生

活
に
恵
み
を
齎
す
山
岳
へ
の
思
い
や
山
岳
神
祭
祀
の
法
が
一
定
の
型
に
則

り
、
整
然
と
、
そ
し
て
素
朴
に
記
さ
れ
る
。
山
経
と
同
心
円
的
に
広
が
る

そ
の
外
周
の
海
経
は
、
そ
こ
に
住
む
人
々
へ
の
強
い
関
心
か
ら
実
情
と
伝

承
を
記
し
て
い
る
。
特
に
海
外
経
や
大
荒
経
は
奇
異
な
民
や
事
物
、
風
俗

が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
描
写
態
度
に
は
、
そ
れ
ら
を
蔑
視
す
る
語
気
が
全

く
な
い
。
中
央
か
ら
の
者
が
遠
方
の
地
の
事
物
を
記
録
し
た
と
す
る
と
、

そ
の
態
度
の
公
平
さ
は
驚
く
程
で
あ
る
し
、
ま
た
各
地
の
者
が
そ
れ
ぞ
れ

報
告
す
る
形
で
記
し
た
も
の
を
、
中
央
の
編
纂
者
が
纏
め
た
と
す
る
と
、

そ
の
筆
力
は
大
層
優
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

人
々
の
大
き
な
願
い
で
あ
る
健
康
と
日
々
の
生
活
の
安
寧
に
関
わ
る
諸

事
、
例
え
ば
薬
と
な
る
動
植
物
の
記
載
が
大
層
具
体
的
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
こ
の
書
が
司
馬
遷
に
「
至
禹
本
紀
・
山
海
経
所
有
怪
物
、
余
不
敢
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言
之
也
」
と
退
け
ら
れ
る
「
三
身
国
・
三
首
国
」
な
ど
の
異
形
も
、
人
々

の
信
仰
や
そ
の
地
の
風
俗
と
関
わ
る
実
情
を
記
し
た
も
の
と
感
じ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
に
益
を
及
ぼ
さ
ぬ
勉
強
が
許
さ
れ
、
そ
れ
に
従
事

す
る
人
々
が
絶
え
な
い
世
の
続
く
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
、
筆
を
擱
き
た

い
。

注（１
）	

拙
稿
「『
論
衡
』
と
『
山
海
経
』
―
―
「
鬼
門
・
神
荼
・
鬱
壘
」
の
記
述
を
中
心

と
し
て
―
―
」『
國
學
院
雜
誌
』
第
一
〇
六
巻
十
一
号　

平
成
十
七
年　
「『
水
経

注
』
所
引
『
山
海
経
』
考
」『
新
国
学
』
復
刊
第
六
号　

平
成
二
十
六
年　
「『
北

堂
書
鈔
』
所
引
『
山
海
経
』
考
」『
新
国
学
』
復
刊
第
七
号　

平
成
二
十
七
年　

「『
芸
文
類
聚
』
引
『
山
海
経
』
考
」『
新
国
学
』
復
刊
一
号　

平
成
二
十
一
年　

「『
初
学
記
』
引
『
山
海
経
』
考
」『
新
国
学
』
復
刊
第
二
号　

平
成
二
十
二
年　

「『
白
孔
六
帖
』
所
引
『
山
海
経
』
考
」『
新
国
学
』
復
刊
第
五
号　

平
成
二
十
五

年　
「『
太
平
御
覧
』
所
引
『
山
海
経
』
考
」『
新
国
学
』
復
刊
三
号　

平
成
二
十

三
年

（
２
）	

拙
稿
「『
山
海
経
』
に
お
け
る
表
現
の
考
察
」『
東
洋
文
化
』
復
刊
第
九
十
五
号　

平
成
十
七
年

（
３
）	

拙
稿
「『
山
海
経
』
に
お
け
る
植
物
観
」『
國
學
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
二
号　

昭
和
五
十
九
年　
『『
山
海
経
』
の
基
礎
的
研
究
』
第
二
章
第
二
節
所
収　

笠
間
書

院　

平
成
七
年

（
４
）	

拙
稿
「『
山
海
経
』
を
中
心
と
し
た
中
国
神
話
の
考
察
」『
學
苑
』　

昭
和
六
二
年

一
月
号　
『『
山
海
経
』
の
基
礎
的
研
究
』
第
三
章
第
十
節
所
収　

笠
間
書
院　

平

成
七
年

（
５
）	

拙
稿
「『
山
海
経
』
の
山
経
と
海
経
」『
學
苑
』　

平
成
四
年
一
月
号　
『『
山
海
経
』

の
基
礎
的
研
究
』
第
一
章
第
一
節
所
収　

笠
間
書
院　

平
成
七
年

（
６
）	

注
３
に
同
じ
。

（
７
）	

上
原
淳
道
「
神
荼
・
鬱
壘
に
つ
い
て
」『
東
方
宗
教
』　

第
一
巻　

昭
和
二
六
年


